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国益と科学技術政策
富山女子短期大学学長・北海道大学名誉教授
　　　　　日本学術会議会員
　　金　　岡　　祐　　一
　Science：The　Endless　Frontier一戦後50年間，米国科学政策の基礎となった報告書のタイトル
である．心躍るスローガンではないか．わが国は，どのようにこのフロンティアを開拓するのか．
私事で恐縮ながら，私は渋谷　健学長と中学（旧制富山高校尋常科）同期で，少年時代から存じ上げ
ている．しかしその後医学，薬学と別の道を辿ったので，再会したのは平成3年，学術会議第15
期の時である．本誌に寄稿する光栄を得たのもこのようなご縁のためであろう．ところでその学術
会議では，学術振興に関する多面的な審議が進められているが，世界の科学政策については，伊藤
正男会長による一連の紹介論説がある（学術会議月報）．ここではその内容にもふれっっ，私見を述
べたい．
　昨年8月「国家利益における科学」と題するホワイトハウス文書が発表された．冷戦終結に伴
い，研究開発予算が縮小の傾向にある中で，ECやアジア諸国の台頭に対応しようとする21世紀
に向けてのクリントン政権の科学政策の基本を示している．　「科学は無限のフロンティア，無限の
資源である．米国の将来にとって科学への投資は不可欠．基礎科学，数学，工学の分野で世界の主
導権を確保せよ．…」いかにもアメリカらしい，驚くべく率直かつ露骨な国家利益追求姿勢であ
る．
　英国では白書「我らの潜在力の実現一科学・工学・技術のための戦略」に基づいて，先進国・英
国の伝統ある科学を，強く応用へ結びつけようとして必死である．また近くの韓国は，21世紀初
期までにG7と同じ水準へ技術能力を高めるため，野心的計画を推進している．このように，グロ
ーバルな経済競争に勝ち抜くため，各国は懸命に科学技術政策を策定し，実行しつつある．
　「タテ社会」の日本では，科学技術予算も文部省，科学技術庁，通産省等の各省庁タテ割りにな
る．その集計は，2兆5千億円近く，善戦しているといえよう．しかし，今後のわが国の課題は，
省庁を横断して連携・協力する総合的政策を実施できるような，統括機構の設置を大胆に構想する
ことである．今の科学技術政策の基本は，　「持てる経済力・科学技術力を活用し，国際社会・人類
に貢献する」ことといわれる．もとより正論であるが，私はキレイゴトに過ぎると思う．基礎科学
ただ乗り論を聞いて久しく，工業技術にもかげりがみられ，研究インフラの整備も遅れ，教育の欠
（1）
一280一　　　　　　東京医科大学雑誌　　　　 第53巻第3号
陥も指摘されている．こういう「下り坂」の足許を認識し，容易ならぬ国の前途が自覚・表現され
るべきであろう．
　ここで「国益」とは，私達の後の世代が地球家族の一員として，21世紀を力強く創造的に生き
抜くこと，と考えよう．わが国は，下り坂の現実に対する危機意識をもって，　「基礎科学振興を主
軸とする，国益のための総合科学政策」を創り，推進するよう努力しなければならない．
If　we　fall　behind　in　science，　we　fall　behind　in　almost　every　other　area．（英国科学大臣）
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